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去
る
７
月
８
日
、
市
内
に

お
い
て
、
栃
木
市
商
工
経
済

団
体
連
絡
協
議
会
（
荒
金
憲

一
会
長
）
第
９
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。
本
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
２
年

間
、
対
面
型
で
の
開
催
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

議
事
は
、
荒
金
会
長
が
議

日
時

　

８
月
22
日
（
月
）

　

13
時
30
分
～
15
時
頃

　
（
開
場
13
時
）

講
演
内
容

　

�

小
平
浪
平
の
創
業
の
精
神
と

日
立
製
作
所
の
企
業
理
念

長
と
な
り
進
行
し
、
令
和
３

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
、
令
和
４
年
度
事

業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支

予
算
（
案
）、
栃
木
市
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事

業 

令
和
３
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
栃

木
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

普
及
促
進
事
業 

令
和
４
年

度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
た
。

本
年
度
は
新
た

に
、
政
府
が
推
進

し
て
い
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の

普
及
促
進
を
目
的

と
し
た
「
栃
木
市

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
９
月
に
開

始
し
、
地
域
内
で

の
消
費
喚
起
と
生

活
者
支
援
の
た
め

の
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡
協
議
会

栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡
協
議
会

��

第
９
回
通
常
総
会
開
催

第
９
回
通
常
総
会
開
催

栃
木
市
・
小
平
浪
平
翁
記
念
会
　
共
催

栃
木
市
・
小
平
浪
平
翁
記
念
会
　
共
催

株
式
会
社
日
立
製
作
所
　

株
式
会
社
日
立
製
作
所
　
取
締
役
会
長

取
締
役
会
長  

東
原
敏
昭
氏

東
原
敏
昭
氏  

特
別
講
演

特
別
講
演

去
る
７
月
13
日
、
小
山
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
小
山
市
）

に
お
い
て
、
小
山
・
栃
木
商

工
会
議
所
交
流
懇
談
会
を
開

催
し
た
。

こ
の
会
は
、
小
山
・
栃
木

の
両
商
工
会
議
所
が
連
携

し
、
県
南
地
域
の
中
核
都
市

を
見
据
え
将
来
の
礎
を
築
く

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
26
年

か
ら
開
催
し
て
い
る
。
令
和

３
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
中
止
と
な
っ
た
が
、
今
回

小
平
浪
平
翁
記
念
会(

大
川
吉
弘
会
長)

で
は
、
栃
木
市
と
共

催
し
、
小
平
浪
平
翁
の
啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
、
講
演
会

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
日
は
、「
小
平
浪
平
の
創
業
の
精
神
と
日
立
製
作
所
の
企

業
理
念
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
日
立
製
作
所 

東
原
敏
昭
取
締
役

会
長
に
ご
講
演
を
い
た
だ
く
。

小
平
浪
平
翁
記
念
会
、
並
び
に
当
所
会
員
に
は
、
郷
土
の

偉
人
で
あ
る
「
小
平
浪
平
翁
」
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
多

く
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
、
両
会
議
所
か
ら
正
副
会

頭
等
15
名
が
参
加
し
た
。

交
流
会
第
１
部
で
は
、
小

山
商
工
会
議
所
青
年
部
に
よ

る
和
太
鼓
演
奏
が
行
わ
れ
開

催
に
華
を
添
え
た
。
第
２
部

の
交
流
会
で
は
、
両
会
議
所

か
ら
の
事
業
の
報
告
と
紹
介

が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今

後
の
事
業
活
動
に
活
か
す
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

場
所

　
と
ち
ぎ
岩
下
の
新
生
姜
ホ
ー
ル

�

（
栃
木
文
化
会
館
）

費
用

　

入
場
無
料

定
員

　

100
人

お
申
込
み
方
法

　

��

事
務
局
宛
、
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
先

　
小
平
浪
平
翁
記
念
会
事
務
局

　
（
栃
木
商
工
会
議
所
内
）

�

℡
23
‐
３
１
３
１

小
山・
栃
木
商
工
会
議
所
交
流
懇
談
会
を
開
催

小
山・
栃
木
商
工
会
議
所
交
流
懇
談
会
を
開
催

小山商工会議所青年部による和太鼓演奏
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小
平
浪
平
翁
記
念
会

小
平
浪
平
翁
記
念
会

第
１
回
役
員
会

第
１
回
役
員
会  

開
催
開
催

３
号
議
員
選
任
会
議
開
催

３
号
議
員
選
任
会
議
開
催

茨
城・
栃
木・
群
馬

三
県
商
工
会
議
所
交
流
会
議

�

開
催

去
る
７
月
13
日
、
当
所
に

お
い
て
、
３
号
議
員
選
任
会

議
を
開
催
し
た
。

議
事
は
２
号
議
員 

茂
呂　

章
氏
が
議
長
と
な
り
進
行

し
、
ま
ず
10
名
の
３
号
議
員

選
考
委
員
会
委
員
を
選
出
し

た
。
そ
の
後
、
別
室
に
お
い

て
開
催
し
た
選
考
委
員
会

（
２
号
議
員
若
菜
秀
夫
委
員

長
）
で
の
審
議
に
よ
り
第
34

期
３
号
議
員
10
者
を
選
出
し

た
。
さ
ら
に
選
任
会
議
の
席

上
に
て
若
菜
委
員
長
よ
り
報

告
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

今
後
、
８
月
19
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
３
号
議
員
の
決

定
公
告
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
ま
い
る
。

去
る
７
月
７
日
、
茨
城
県

土
浦
市
内
に
お
い
て
、
茨

城
・
栃
木
・
群
馬
三
県
商
工

会
議
所
交
流
会
議
が
開
催
さ

れ
、
荒
金
会
頭
・
國
保
専
務

理
事
が
出
席
し
た
。

会
議
は
、
主
管
で
あ
る
茨

城
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の

大
久
保
博
之
会
長
の
挨
拶
に

よ
り
始
ま
り
、
三
県
共
通
の

課
題
に
対
す
る
提
言
要
望
事

項
並
び
に
三
県
連
携
事
業
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
承
認
可
決
さ
れ
た
。

提
言
要
望
事
項

①
人
口
減
少
対
策
と
地
方
創
生

②
産
業
振
興

③
観
光
振
興

④
道
路
・
鉄
道
の
整
備
促
進

⑤�

商
工
会
議
所
支
援
と
危

機
管
理
対
策

去
る
７
月
８
日
、
市
内
に

お
い
て
小
平
浪
平
翁
記
念
会

（
大
川
吉
弘
会
長
）
第
１
回

役
員
会
が
18
名
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
た
。

会
議
は
、
報
告
事
項
と
し

て
、
令
和
４
年
７
月
１
日
時

点
の
会
員
加
入
状
況
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。
次
に
、
大

川
会
長
が
議
長
と
な
り
、
令

和
３
年
度
事
業
報
告
、
令
和

４
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
承
認
可

決
さ
れ
た
。

本
年
は
、
新
た
に
栃
木

市
・
小
平
浪
平
翁
記
念
会
共

催
事
業
「
㈱
日
立
製
作
所 

取
締
役
会
長 

東
原
敏
昭
氏 

特
別
講
演
」
が
８
月
22
日

（
月
）に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。（
詳
細
は
１
Ｐ
参
照
）

去
る
７
月
27
日
、
当
所
に

お
い
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
14
事
業
所
が
出

席
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
と
は
、
緊
急
事
態
に
お

け
る
業
務
の
停
止
・
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
平

常
時
に
策
定
し
て
お
く
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
有
効
な

手
法
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、「
栃
木
市

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
利
活

用
方
法
」
と
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

の
必
要
性
」
の
２
部
構
成
で

実
施
し
た
。

当
所
で
は
、
有
事
の
際
に

経
営
資
源
の
流
出
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
、
ま
た
、
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
も
、
早
期

に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
さ
れ
自
然

災
害
・
感
染
症
対
策
等
に
備

え
て
い
た
だ
く
よ
う
啓
発
を

し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
第
１
回

◇
食
品
部
会

　

開
催
日　

７
月
15
日（
金
）

　

出
席
者　

２
名　

◇
サ
ー
ビ
ス
部
会

　

開
催
日　

７
月
19
日（
火
）

　

出
席
者　

５
名

◇
工
業
部
会

　

開
催
日　

７
月
21
日（
木
）

　

出
席
者　

２
名

◇
商
業
部
会

　

開
催
日　

７
月
25
日（
月
）

　

出
席
者　

６
名

◇
金
融
・
理
財
部
会

　

開
催
日　

７
月
25
日（
月
）

　

出
席
者　

４
名

◇
建
設
部
会

　

開
催
日　

７
月
26
日（
火
）

　

出
席
者　

２
名

部
会
開
催
報
告

※
議
題
は
全
部
会
共
通

【
報
告
事
項
】

（
１
）
第
34
期
通
常
議
員
選
挙
及
び
各
部
会
概
況
に
つ
い
て

【
議　
　

題
】

（
１
）
部
会
長
並
び
に
正
副
分
科
会
長
選
任
に
つ
い
て

（
２
）
令
和
４
年
度
事
業
に
つ
い
て

（
３
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

坂
本　

和
則　

氏

　

二
号
議
員
の
坂
本
産
業
㈱
の
職

務
執
行
者
が
坂
本
邦
男
氏
か
ら
坂

本
和
則
氏
に
６
月
27
日
付
で
変
更

と
な
っ
た
。

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
お
知
ら
せ

災
害
に
強
い
会
社
づ
く
り

Ｂ
Ｃ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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『
い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ
』
に

�

出
演
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

ま
ち
ゼ
ミ
参
加
者
研
修
会
開
催

栃
木
市
と
栃
木
商
工
会
議

所
主
催
に
よ
る
「
第
43
回

栃
木
市
の
産
業
と
物
産
展
」

は
、
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
開
催

期
間
11
月
12
日
（
土
）・
13

日
（
日
）
の
２
日
間
（
10
時

～
20
時
ま
で
）
蔵
の
街
第
一

駐
車
場
特
設
会
場
で
開
催
い

た
し
ま
す
。

会
場
内
に
は
当
所
会
員
事

業
所
の
誇
れ
る
生
産
品
や
特

産
品
を
一
同
に
出
展
す
る
場

を
設
け
、
市
内
は
も
と
よ
り

市
外
・
県
外
か
ら
来
場
さ
れ

る
多
く
の
皆
様
に
対
し
て
紹

介
販
売
を
行
う
ほ
か
、
市
内

各
地
区
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
等

も
併
せ
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

本
物
産
展
で
は
、
市
内
で
製
造
又
は
加
工
さ
れ
、
特
に
観

光
物
産
に
相
応
し
い
生
産
品
を
出
品
で
き
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

小
間
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
展
者
募
集

開
催
の
お
知
ら
せ

11
月
12
日
、
13
日
　
蔵
の
街
第
一
駐
車
場
で
開
催

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
状
況
に
よ
り
、

規
模
縮
小
ま
た
は
開
催
を

中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

産
業
振
興
委
員
会
担
当

�
℡
23
‐
３
１
３
１

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
＆
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｍ

　
（
美
容
室
）

　

代
表　

早
乙
女 

真
由
美

　

境
町
１
‐
８
‐
101

　

℡
24
‐
４
６
２
３

●
ｋ
ａ
ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
ｏ_._

ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ

　
（
作
家
及
び
講
師
業
）

　

代
表 

飯
島 

千
晴

　

平
柳
町
３
‐
47
‐
５

　

℡
090
‐
３
５
２
３
‐
８
３
７
６

●
㈱
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
‐
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　
（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

　

貿
易
業
、
飲
食
業
）

　

代
表
取
締
役 

禹 

亨
澤

　

大
町
１
‐
19
‐
201
号

　

℡
090
‐
５
８
２
４
‐
０
８
４
９

●
そ
ば
割
烹 

嵯
峨
野

　
（
飲
食
業
）

　

代
表 

富
田 

充
展

　

大
平
町
下
皆
川
850
‐
２

　

℡
43
‐
４
６
５
９

●
Ｇ.

Ｏ.

Ａ.

Ｔ

　
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
）

　

代
表 

日
下
部 

尚
紀

　

倭
町
９
‐
12
‐
２
Ｆ

　

℡
090
‐
２
６
４
１
‐
７
７
２
４

●
住
友
生
命
保
険
（
相
）

　

小
山
支
社
栃
木
法
人
支
部

　
（
生
命
保
険
業
）

　

支
部
長 

伊
藤 
光

　

城
内
町
２
‐
37
‐
10

　

℡
24
‐
５
５
７
１

新
入
会
員
紹
介

【
敬
称
略
】

第
43
回 

栃
木
市
の
産
業
と
物
産
展

　

去
る
７
月
15
日
、
市
内
に

お
い
て
、
栃
木
地
区
金
属
機

械
工
業
会
（
平
野
和
正
会

長
）
第
61
回
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
三
井
住
友
海
上
火

災
保
険
㈱
栃
木
支
店
小
山
支

社
の
堀
馨
太
氏
を
講
師
に
、

改
正
個
人
情
報
保
護
法
対
策

に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
総
会
で
は
、
令

和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
収

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
で

は
、
去
る
７
月
21
日
、
ま
ち

ゼ
ミ
参
加
者
研
修
会
を
開
催

し
、
７
事
業
所
８
名
が
参
加

さ
れ
た
。

本
研
修
会
は
、
10
月
１
日

か
ら
10
月
31
日
に
栃
木
市
商

店
会
連
合
会
が
主
催
、
当
所

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
共
催

し
て
開
催
す
る
蔵
の
街
と
ち

ぎ
得
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
通

称
：
ま
ち
ゼ
ミ
）
の
参
加
者

に
ま
ち
ゼ
ミ
の
概
要
、
趣
旨

を
理
解
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
。

栃
木
地
区
金
属
機
械
工
業
会

栃
木
地
区
金
属
機
械
工
業
会

��

第第
6161
回回
定
時
総
会
開
催

定
時
総
会
開
催

当
所
で
は
、
８
月
よ
り
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
の
午
後
７
時

か
ら
の
55
分
間
、
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
に
て
、
当
会
議
所
の
各

種
事
業
や
会
員
事
業
者
Ｐ
Ｒ
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
発

信
す
る
番
組
（
事
業
）
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

番
組
名
は
、『
い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ
』
と
し
、
会
員

事
業
者
の
販
路
開
拓
支
援
や
会
議
所
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
広
く
栃
木

市
民
に
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。　

自
店
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
方
や
、
新
規
顧
客
を
獲
得
し
た
い
等
出
演

者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
。

【
お
申
し
込
み
】

管
理
課
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
出
演
係　

℡
23
‐
３
１
３
１

第41回会場の様子（H30.11/10～11/11）

支
決
算
並
び
に
特
別
会
計
収

支
決
算
に
つ
い
て
、
令
和
４

年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び

に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
、
役
員
変
更
（
案
）
に
つ

い
て
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ

た
。研

修
会
は
、
同
連
合
会 

田

島
会
長
が
講
師
と
な
り
、
講

座
内
容
を
決
め
る
時
の
ポ
イ

ン
ト
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る

客
層
に
受
講
し
て
も
ら
う
た

め
の
工
夫
、
過
去
に
実
施
し

た
経
験
等
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
た
。
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専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

９
月
８
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

�

日
本
政
策
金
融
公
庫
佐

野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

９
月
９
日（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

　

場　

所　

302
会
議
室

　

相
談
員　

�（
公
財
）
栃
木
県
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
経
営
相
談
会

　

日　

時　

９
月
20
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
～
17
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

※
事
前
予
約
と
な
り
ま
す
。

経
営
指
導
員
相
談
会

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
～
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※�

予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

�

℡
23
‐
３
１
３
１

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

http://bit.ly/3gRXpGd

中
心
市
街
地
の
通
行
量
調
査
報
告

中
心
市
街
地
の
通
行
量
調
査
報
告

７
月
３
日
・
６
日
の
２
日

間
、
栃
木
市
中
心
商
業
地
区

に
お
い
て
、
通
行
量
の
調
査

を
実
施
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
隔
年
ご
と

に
実
施
し
、
商
店
街
に
お
け

る
立
地
条
件
の
実
態
や
変
化

を
知
る
上
で
重
要
な
調
査
と

し
て
位
置
づ
け
、
商
業
活
動

の
基
礎
資
料
に
活
用
し
て
い

る
。今

回
の
調
査
は
、
栃
木
市

商
店
会
連
合
会
地
区
を
中
心

に
４
ヵ
所
で
実
施
し
、
結
果

は
以
下
の
通
り
と
な
っ
た
。

今
年
度
と
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
平
成
29
年
度
の
対
比
で

は
、
平
日
は
歩
行
者
13
％

減
・
２
輪
車
26
％
減
・
４
輪

車
２
％
増
、
休
日
は
歩
行
者

52
％
減
・
２
輪
車
50
％
減
・

４
輪
車
増
減
な
し
の
結
果
と

な
っ
た
。

な
お
、
歩
行
者
は
場
所
に

よ
り
大
き
な
変
化
が
み
ら

れ
、
休
日
の
大
通
り
山
車
会

館
前
は
66
％
減
・
銀
座
通
り

江
田
洋
品
店
前
で
は
79
％
減

と
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
団
体
観
光
客
の
減
少
が

要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
大
通
り
モ
ロ
ク

ラ
フ
ト
前
（
西
側
）
で
は
、

休
日
35
％
増
・
平
日
90
％
増

と
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
大
通
り
と
銀

座
通
り
の
交
差
点
南
側
に
、

大
手
チ
ェ
ー
ン
店
３
店
舗
が

オ
ー
プ
ン
し
た
事
が
要
因
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の

変
化
は
、
４
輪
車
で
も
確
認

で
き
、
チ
ェ
ー
ン
店
周
辺
で

は
、
平
日
・
休
日
と
も
に

15
％
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。

当
所
で
は
、
参
集
型
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
参
加
が
困
難
な
事

業
者
向
け
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
当

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
無
料
で

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

様
々
な
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の

中
か
ら
自
由
に
視
聴
す
る
こ

と
が
可
能
。
経
営
に
役
立
つ

情
報
や
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
支
援
策
等
、
幅
広
い
コ
ン

テ
ン
ツ
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
社
内
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

�

℡
23
‐
３
１
３
１

Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
の

�

ご
案
内

【
ご
利
用
方
法
】

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w.tochigi-

cci.or.jp

）
よ
り
経
営
に

役
立
つ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク

（
Ｉ
Ｄ
：
ｋ
１
０
８
５
・

パ
ス
ワ
ー
ド
：
３
１
３
１
）

『会員募集・共済制度推進県内統一春季キャンペーン』御礼

うずま共済は、栃木商工会議所が、アクサ生命保険株式会社と締結した定期保険（団体型）（入院給付金付災害割増特約・

がん重点保障型生活習慣病一時金特約付）と当商工会議所独自の給付制度を会員の皆様にご利用いただくものです。

5 月 2 日から6 月 30 日までの 2 か月間にわたり実施しました『会員募集・共済制度推進春季キャンペーン』に

ご協力いただきありがとうございました。引続き、栃木商工会議所・うずま共済をよろしくお願い致します。

栃木商工会議所 ／ アクサ生命保険㈱栃木分室
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● 企業間での従業員の出向。

● 企業の統廃合等による人員削減時の再就職支援。

公益財団法人 産業雇用安定センター栃木事務所

https://www.sangyokoyo.or.jp

連絡先 ＴＥＬ：０２８－６２３－６１８１ ＦＡＸ：０２８－６５０－４１４３

人材を求めている企業へ無料 。

〒320-0811 宇都宮市大通り１－４－２４ MSCビル6階

で人材紹介を全国ネットで行っている公益財団法人です

お子さまの教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート！
高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。

【ご 融 資 額】お子さま１人あたり350万円以内
【金　　　利】年1.80％　固定金利
　　　　　　　�※「母子家庭」、「父子家庭」、「交通遺児家庭」、「世帯年収200万円（所得132万円）以内

の方」または「子ども３人以上の世帯かつ世帯年収500万円（所得356万円）以内の方」
は年1.40％　（令和４年５月31日現在）

【ご返済期間】18年以内
【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
【保　　　証】（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）

詳しくは、ＨＰ（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター（０５７０－００８６５６
（ナビダイヤル）または（０３）５３２１－８６５６）までお問い合わせください。

個人事業税の納税について
　８月は、令和３（2021）年中に個人で事業を営まれていた方に、個人事業税が課税されます。
納期限までに最寄りの金融機関等で納付してください。
　なお、「新型コロナウイルス感染拡大防止営業時間短縮協力金」等が事業所得や雑所得に計上された
場合についても、個人事業税の課税対象所得に含まれますので御留意ください。

○納期限� 問い合わせ先：栃木県栃木県税事務所
個 人 事 業 税 担 当
℡　0282－23－3414

　・第一期分　　　８月31日（水）
　・第二期分　　　11月30日（水）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案
内

　

従
業
員
の
退
職
金
は
、
退
職
後
の
生
活
の

安
定
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
は
、
国
が
つ
く
っ
た
従
業
員

の
退
職
金
制
度
で
あ
り
、
従
業
員
が
安
心
し

て
働
け
る
環
境
を
整
備
し
、
ま
た
労
働
条
件

の
確
保
・
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
申
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
‐
３
１
３
１

主
な
メ
リ
ッ
ト　

〇
有
利
な
国
の
掛
金
助
成

・
新
規
加
入
助
成

　
　

�

新
規
加
入
の
事
業
主
は
、
掛
金
月
額

の
２
分
の
１
（
従
業
員
ご
と
に
上
限

５
，０
０
０
円
）
を
加
入
後
４
か
月

目
か
ら
１
年
間
の
掛
金
を
軽
減

・
月
額
変
更
助
成

　
　

�

１
８
，０
０
０
円
以
下
の
掛
金
月
額

を
増
額
す
る
事
業
主
は
、
増
額
分

の
３
分
の
１
を
増
額
月
か
ら
１
年

間
の
掛
金
を
軽
減

〇�

掛
金
は
税
法
上
損
金
ま
た
は
必
要
経

費
と
し
て
全
額
非
課
税
扱
い

〇�

従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退
職
金

資
産
額
を
事
業
主
に
お
知
ら
せ
す
る

の
で
退
職
金
の
管
理
が
簡
単

〇�

短
時
間
労
働
者
お
よ
び
家
族
従
業
員

も
加
入
可
能

〇�

厚
生
年
金
基
金
・
特
定
退
職
金
か
ら

の
資
産
移
転
が
可
能

�

な
ど
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令和４年度事業計画

女性経営者会NEWS女性経営者会NEWS

本年度は引き続き感染症拡大防止に留意しながら、会員相互の親睦と連携を密にし、より活動の幅を広げ、企
業経営者としての研鑽を図ることを目的に以下の事業を実施していきます。

実施日 事　業　名
2022.5.11 関東商工会議所女性会連合会　総会
2022.6.7　 通常総会
随時 役員会・執行部会
随時 創立５周年記念事業　準備会議
随時 異業種交流会、経営研修・勉強会
2022.10.7～8 全国商工会議所女性会連合会　全国大会
2022.10～11 イベント支援（とちぎ秋まつり他）
2022.12 栃木県内商工会議所女性会等広域事業講演会
2023.2 新年交流事業
2023.3 関商女性連・東商女性会共催 講演会
随時 他女性会との交流・連携、社会貢献活動、女性経営者・女性起業家支援　等

青年経営者会NEWS
る・じょーむ

● NO.366  令和４年８月10日発行   ● 編集／青年経営者会

主な事業：視察研修・イベント支援・講演会等
入会資格：栃木商工会議所会員事業所の女性経営者及び女性管理者で満65歳以下の方
　　～ご加入をお待ちしております～　　　　　　【問い合わせ先】女性経営者会事務局　　℡23‐3131

栃木を元気に！一緒に活動しませんか
女性経営者会　会員募集！

懇活イベントの名刺交換会 例会に参加したYEG会員とオブザーバー一同

去る7月20日、日本商工会議所青年部（日本YEG）の西村昭宏会長（鯖江
YEG）はじめ、皆見貞康東地区担当副会長（土浦YEG）、中村守専務理事（奈
良YEG）、山下壱平専務理事補佐（鳥栖YEG）、菊池孝一企画委員長（五所川
原YEG）が当市を訪れ、親会の荒金会頭を表敬訪問された。

　去る７月20日、市内において７月例会「蔵の街とちぎで Let`s Together ～ とちぎの仲間
大集合～ 」を開催し、会員38名、入会希望者８名、日本YEG西村会長ら５名の総勢51名が
参加した。
　コロナ禍により、過去に本例会を開催することができなかったこともあり、改めて令和
２年度以降に入会した会員も含め紹介がされた。
　第１部では、栃木YEGの活動紹介として、小松副委員長よりこれまでの活動の歩みにつ
いて紹介がされた。その後、西村会長より「YEGとの関わり方と事業拡大について」と題
し講演をいただいた。講演の中では、西村会長自らの会社やYEG活動での成長について説
明されるほか、中村専務理事による商工会議所の歴史や青年部の役割等について解説され
るなど、非常に興味を惹く内容であった。
　第２部では、懇活イベントと題し、参加者同士での名刺交換会が行われ、終始和やかに幕を閉じた。
　ご参加いただいた会員の皆さまに感謝を申し上げるとともに、10月14日、15日に開催する「第42回 関東ブロッ
ク大会 蔵の街とちぎ大会」に向け、より一層の基盤強化を図るため、積極的な会員増強を図ってまいりたい。
� 拡大委員会　委員長　前橋　利治

日本ＹＥＧ 西村昭宏会長　荒金会頭を表敬訪問日本ＹＥＧ 西村昭宏会長　荒金会頭を表敬訪問

７月例会「蔵の街とちぎで Let７月例会「蔵の街とちぎで Let’’s Together ～とちぎの仲間大集合～ 」を開催s Together ～とちぎの仲間大集合～ 」を開催

日本YEG　西村会長


